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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】超音波プローブ練習器具は、医療用超音波診断
装置のプローブの使い方を病院外でも手軽に練習するこ
とができる。
【解決手段】超音波プローブ練習器具１は、医療用超音
波診断装置が備えるプローブの使用方法を練習するため
の器具である超音波プローブ練習器具であって、医療用
超音波診断装置のプローブを模した外形形状４を成し、
医療用超音波診断装置のプローブと同程度の重さであり
、材質が、透明又は半透明の合成樹脂であることを特徴
とする。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　医療用超音波診断装置が備えるプローブの使用方法を練習するための器具である超音波
プローブ練習器具であって、
　前記医療用超音波診断装置のプローブを模した外形形状を成し、
　前記医療用超音波診断装置のプローブと同程度の重さであり、
　材質が、透明又は半透明の合成樹脂であることを特徴とする超音波プローブ練習器具。
【請求項２】
　前記プローブに連結されるケーブルを模した紐状部材を備えることを特徴とする請求項
１に記載の超音波プローブ練習器具。
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　医療用超音波診断装置が備えるプローブの練習器具の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療現場においては、超音波を対象物に当ててその反響を映像化し、その映像化したも
のをみた医師によって対象物の状態を診断することが良く行われ、この一連の処理を行う
装置を（医療用）超音波診断装置という。
【０００３】
　超音波診断装置の原理は、超音波を発生させるプローブ（探触子）を対象物付近に当て
て、対象物から反射される超音波を受信すると共に、超音波の送信から受信までの時間に
基づき発信源との距離を算出し、内部の様子を可視化する。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来、プローブの操作如何で診断画像の良し悪し及び画像診断の結果を左右するにも関
わらず、医療用超音波診断装置は高価であるため病院所有である場合が多く、操作者がプ
ローブの使い方を院外で練習し操作技術を向上させる機会が少ないという問題点があった
。
　そこで本考案では、医療用超音波診断装置のプローブの使い方を病院外でも手軽に練習
するための超音波プローブ練習器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　開示する超音波プローブ練習器具の一形態は、医療用超音波診断装置が備えるプローブ
の使用方法を練習するための器具である超音波プローブ練習器具であって、前記医療用超
音波診断装置のプローブを模した外形形状を成し、前記医療用超音波診断装置のプローブ
と同程度の重さであり、材質が、透明又は半透明の合成樹脂であることを特徴とする。
【考案の効果】
【０００６】
　開示する超音波プローブ練習器具は、医療用超音波診断装置のプローブの使い方を病院
外でも手軽に練習することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施の形態に係る超音波プローブ練習器具の外形形状を示す図である。（ａ）
側面図、（ｂ）平面図。
【図２】一般的な医療用超音波診断装置を使用した診察形態を示す図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
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　図面を参照しながら、本考案を実施するための形態について説明する。
　（本実施の形態に係る超音波プローブ練習器具の構造）
【０００９】
　図１及び２を用いて、本実施の形態に係る超音波プローブ練習器具（以下、単に「練習
具」という。）１の構造について説明する。図１は、練習具１の外形形状の概要を説明す
るための図である。
【００１０】
　図１で示すように、練習具１は、医療用超音波診断装置１０が備えるプローブ（探触子
）１２の操作の練習を行うための器具であり、練習器具本体２、紐状部材６を有する。
【００１１】
　図２で示すように、医療用超音波診断装置１０は、医療現場において使用される装置（
システム）であって、プローブ１２の他、対象物を可視化した映像を表示するモニター装
置を含む。医療用超音波診断装置１０は、プローブ１２にて発生させた超音波を対象物付
近に当てて、対象物から反射される超音波を受信すると共に、超音波の送信から受信まで
の時間に基づき発信源との距離を算出し、対象物内部の様子を可視化する。プローブ１２
は、リニア型、コンベックス型、セクタ型、シングル型等種々の形態があり、観察する対
象物や対象部位などに応じ適切な特性を備えたプローブが選択、使用される。
【００１２】
　練習器具本体２は、プローブ１２の外形形状を模した（プローブ１２の外形形状に似た
）外形形状を成す。つまり、練習器具本体２の外形形状は、プローブ１２の外形形状と略
同一であり、リニア型、コンベックス型、セクタ型、シングル型等何れのプローブ形状を
模したものであっても良い。こうすることによって、操作者は練習具１の利用によって、
プローブ１２の持ち方（握り方）、対象物へのプローブ１２の当て方等のプローブ１２の
使用方法について習熟度を向上させることができる。
【００１３】
　練習器具本体２は、（形状を問わない）プローブ１２の重さと同程度の重さである。こ
うすることによって、操作者は練習具１の利用によって、プローブ１２の操作感覚を得る
ことができ、プローブ１２の使用方法について習熟度を向上させることができる。
【００１４】
　練習器具本体２は、透明又は半透明の合成樹脂（プラスチック）を材料とする。つまり
、練習器具本体２は、練習器具本体２の一方側から練習器具本体２を通して他方側を見る
ことができるようになっている。こうすることによって操作者は、練習器具本体２が備え
る超音波出力部を模した部位４を模擬対象物に当てたとき、練習器具本体２を通して部位
４の模擬対象物への当たり方を知る（見る）ことができる。それによって操作者は、プロ
ーブ１２の対象物への適切な当て方を知り、プローブ１２の使用方法について習熟度を向
上させることができる。
【００１５】
　紐状部材６は、部位４の反対側の位置に配置される、プローブ１２に連結されるケーブ
ルを模した部材である。ここで、プローブ１２に連結されるケーブルとは、医療用超音波
診断装置１０のモニター装置を含む本体側とプローブ１２とを繋ぎ、プローブ１２で取得
された情報を本体側へ送信するためのケーブルである。紐状部材６は、材質は特に限定し
ないが、例えばシリコン製の部材であって、長さが２メートル、直径が７～１０ミリメー
トルほどであることが好適である。こうすることによって、操作者は練習具１の利用によ
って、プローブ１２の操作感覚を得ることができ、プローブ１２の使用方法について習熟
度を向上させることができる。
【００１６】
　以上、本考案の実施の形態について詳述したが、本考案は係る特定の実施の形態に限定
されるものではなく、実用新案登録請求の範囲に記載された本考案の要旨の範囲において
、種々の変形・変更が可能である。
【符号の説明】
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【００１７】
１　　超音波プローブ練習器具
２　　練習器具本体
４　　超音波出力部を模した部位
６　　紐状部材
１０　医療用超音波診断装置
１２　医療用超音波診断装置が備えるプローブ
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【図１】
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